
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 11月 25日(火) 午後３時 00分から 

    日南市役所・別館１階会議室３ 

 

 

 

 

令和７年度 第８回 

日南市教育委員会 

会議録 
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１ 会議の名称  令和７年度教育委員会 第８回会議（定例） 

 

２ 会議日時   令和７年 11月 21日（木) 

午後３時 00分から午後４時 20分まで 

 

３ 出欠確認 

（１）出席委員  都甲政文、別府信一、八木真紀子、谷口智子 

（２）事務局   教育部長兼学校教育課長 

         生涯学習課課長 

         学校教育課担当監 

学校教育課管理係長 

学校教育課管理係主任主事 

   欠席    佐藤泰信 

  

４ 場所   日南市役所・別館１階会議室３ 

 

５ 傍聴者   ０名 

 

６ 開会 

【都甲教育長】 

「それでは、令和７年度第８回日南市教育委員会定例会を始めさせていただきま

す。」 

 

７ 出席者及び傍聴者確認 

 

【都甲教育長】 

 「出席者の確認をいたします。今回は佐藤教育委員が欠席です。事務局の出席者の 

確認をお願いします。」 

 

【上村課長補佐】 

 「鬼束部長と重永課長が別会議出席のため、遅れて参加となります。」 

 

【都甲教育長】 

 「本日傍聴者は０名です。」 

 

 

８ 活動報告 
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（１）教育長活動報告 

【都甲教育長】   

・10月 24日、令和 8年度教育施策に対する要望に関する県との意見交換。これには別府

委員と一緒に行かせていただいたんですけども、主なものとしてはやっぱり人事ですね。

人事のことについての意見交換。今なかなか臨時の先生がいないとか、そういう話。 

それから働き方改革といったことが話し合われました。 

・続きまして 10月 25日 26日。私は細田小学校、それから油津小学校の運動会に行かせ

ていただきました。また皆さんから行かれた学校の感想等を聞かせてください。 

・10月 27日月曜日、日南学園の調理科に行ったんですけれども、これは国スポの弁当の

おかず、メニューをちょっと学園の調理科の生徒に頼もうということで、委嘱状を持って

いきました。これをもとに、市内の各業者さんが弁当を作るということになると思います。 

・それから同じ日、日南学園に中学校の女子のサッカー部があるんですけど、その子たち

が大会に出るということで表敬訪問してくれました。 

・続いて 10月 28日、これは子どものための講演会。毎回行っていますが、油津の石井商

店さんがお金を 1000万円寄付してくださいまして、その中学校分の講演会でした。日南

学園も含めて市内の中学生約 1200人が集まったんですけれども、なかなか面白かったで

すね。今の子供たちは本当、何か上手ですね。松丸さんがよかったのかな。パンと話を聞

く時は聞いて、質問をどんどんして、質問も同じものが続くとパッと切り換えてね。それ

から松丸さんは帰られたわけですけれども、もちろんインスタとかＳＮＳやってるわけ

です。早速中学生何人かがフォローをして直接お礼を言うとかしたみたいですね。今の子

らしいですね。よかったですとかいうことをたくさん声をかけてくれたみたいです。来年

小学校なんですけども、この運営をしてみまして、やっぱり 1200人を動かすのは大変み

たいです。これが小学生になったらもっと大変なんで、ちょっと時間とか考えていかなき

ゃいけないのかなと思いました。 

・それから 10 月 30 日、楽しかったですね。県教育委員さんとの情報交換会ということ

で、やらせていただきました。翌日、県の教育委員さんはうちに来られまして、うちと鵜

戸小中に行かれて視察をされたんですけども、うちではレインボープランについて、緒方

さんの方が話をしてくれました。非常に興味を持って聞いてくださいました。 

・11 月 2 日は大窪地区の運動会に行きました。今回は学校最後ってことで、学校の方が

県内の先生方に発信をしたみたいで、大窪小学校勤務経験のある先生が何名も来られま

した。85歳の方がいらっしゃいました。教え子は私ぐらいですね、60代とか。だから 50

年前ぐらいの先生ですね。そういうこともありました。 

・それから 3日の日は日南市功労者表彰式。祝賀会もあったんですけど、うちの教育委員

会関係でいきますと、北郷の宮浦さん。女性のですね。ずっと婦人会活動などをやってい

ただいてた方が表彰されました。 

・そして 11月 4日 5日につきましては、県外視察として玖珠町に行きました。後でちょ

っと別の項目を設けて振り返りをしますので、またその時に意見をお願いします。 
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・戻りまして 6日、7日は、都城で宮崎県都市教育長協議会がありました。これは県内 9

市の教育長が集まって毎年やっているものなんですけども、都合で 2 つの市が来なかっ

たため、７市でやりました。そこでは学力向上について話し合ったんですが、非常に熱心

な話になって、やっぱりどこも学力向上をしっかりやらなきゃいけないなっていう気持

ちがあるみたいで、非常に参考になりました。 

・それから 11月 8日、グッジョブフェスタ。これは商工会の青年部がやってくれている

んですけど、本当毎年毎年人数が増えておりまして。今年はパティシエさんでしたね、英

国屋っていうところでやってられる方。それから油津でバーテンをやっておられる方が

来られたんですけども、こう見ていてですね、そのパティシエをやっている女性の方が子

どもたちに対して、本当に真剣に、仕事はこういうものだということをおっしゃるんです。 

お金じゃない、お金もそうかもしれないけれど、やりがいとか生きがいなんだということ

を、本当一生懸命おっしゃられて、あの熱意だけで何か伝わるんじゃないかなと思って感

心しました。非常にこのグッジョブフェスタについては、すばらしい取り組みだと思いま

した。 

・同じ日の午後、日南市 PTAの研究大会に行かせていただいたんですが、今回は北郷中の

生徒たちがいじめについて発表もしてくれて、ちょっと今までと違った感じでやってく

れました。それから、講師の甲斐さんの話も聞いたんですけども、子どもたちに対する付

き合い方とか自分の経験を参考に話していただいて、聞きにこられた保護者の方が気づ

きを持って帰っていただいたらなと思いました。 

・それから 10日は人事異動のヒアリング。各校長から聞きました。 

・11 日からは税に関する表彰として、これ市内の 4 校から 5 校を今後回っていくんです

けども、鵜戸中学校は 2人表彰者がおりました。 

・そして同日午後、単独訪問で飫肥小学校に行きました。あとでまた行かれた方は感想を

お願いします。 

・翌日 12日、日南市音楽大会でした。2、3年前にコロナが終わってからずっと 1日いる

んですけども、やっぱり本当に感動しますね。子どもたちの演奏に。やっぱりこれはしっ

かり先生たちにも残して欲しいし、子どもたちも励みにしてほしいなと思いました。 

・14日は潟上小学校に行かせていただきました。 

・そして 15日土曜日、これ飫肥のまちづくり協議会がやってるんですけども、地域の歴

史を学ぼう講演会というものがありまして、宮崎産経大の甲斐先生が来てくださいまし

た。元々県庁職員なんですけれども、日英同盟についてや小村寿太郎のことを話してくだ

さいました。夜の懇親会も出られたんですけれども、本当に歴史が大好きな先生のようで、

熱く語っておられました。 

・16 日、つわぶきハーフマラソン。私は市長それから議長とかと一緒に表彰をしたんで

すけども、70代でハーフを走る方がいらっしゃって、すごいですよね。70代の女性の方

の到着を待っていたんですけども、でも帰って来られても元気でしたね。もう頭が下がっ

て、もう素晴らしいなと思って、感心するばかりでした。 
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・それから 11日は単独訪問、南郷小に行かせてもらいました。 

・19日から 21日までちょっと佐賀・長崎に行ってきました。まず佐賀は、飫肥出身の歯

医者さん、服部先生って方が刀を持っておられて、それを日南市に寄贈したいってことで、

もう 10月にはいただいたんですけども、刀を二振り。その感謝状を持って行かせていた

だきました。また日南に飾ってあるって言ったら、ぜひ見に行きたいということをおっし

ゃっていました。 

・それから 20日から 2日間は九州歴史まちづくりサミット。これ 3年に 1回あるんです

けど、九州内に 14市あるんですよ、歴史の由緒のある町が。例えば長崎とか大分の杵築

とかですね。この集まりはなかなかのもので、各首長さんが出るのが本当なんですよね。

市長さんとか副市長さんが出て、5分間ずつプレゼンをするんですよ。プレゼンをして意

見交換するので、私もさせていただいたんですけど、自分の町をということで、やっぱり

どの首長さんも熱いですね。そういう中やっぱり出るのが、建物で言えばその老朽化が進

んでいてそれをどう残していくかだったんですよ。それから伝統文化は、それをまた今度

はどう残していくか。子供たちにどう残すかとかという話になって、私は 3年前の会議に

も出させていただいたんですけども、3年前より皆さんが非常に一生懸命討議されていた

なっていう感じは受けました。 

 

 

（２）委員活動報告 

 【別府委員】 

10月 24日、先ほど教育長からもお話いただきましたけれども、県の教育委員会との意

見交換会に参加してきました。3つの「教職員の確保」あと「教育の情報化」「教職員の

働き方改革」というそのテーマで、たくさん活発な意見が繰り広げられておりました。中

でも教職員の確保と校務支援システムに関してはやっぱり大きな問題で、この 2 つを解

決することによって、働き方改革の改善も望めるんじゃないかと思ったところです。 

続きまして、10月 26日に吾田東小学校の運動会に参加してきました。これ土曜日に行

われた理由というのが、前回選挙の関係で土曜日に行って、その時に土曜日でも問題なく

いけると分かったということで、土曜日の開催にされたらしいんですけれども、天気にも

すごく恵まれて過ごしやすい環境で運動会をされておりました。始まる前に先生たちが

全員で円陣を組んで、声かけをしながらスタートしたっていうところを見ていると、やっ

ぱり吾田東小学校の先生たちのチームワークっていうのが、何かそこで垣間見えるよう

なところでございました。 

続きまして 10 月 29 日、鵜戸小中学校の学校訪問の方に参加いたしました。こちらは

防災バック等々もいろいろ見せていただいて、非常に参考になるお話がたくさんあった

んですけれども、小中一貫校の特性を生かして、中学部の先生が小学部への乗り入れ授業

を実施されているということで、時間配分等の調整にご苦労はされているようではある

んですけれども、子供たちにとっても先生方にとっても、とてもすばらしい取り組みだな
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と思ったところです。 

続きまして 10 月 30 日、南那珂地区教育委員会の意見交換会に参加しました。こちら

の方では 3 つのグループに分かれて意見交換会を行ったんですけれども、各地域での思

いや問題を共有することにより、非常に有意義な時間を過ごすことができました。 

続きまして 11月 4日、5日。こちらの方は、ICTを先進的に行っている大分県の玖珠町

の視察研修。こちらの方はまた後程ふりかえりにてお話させていただきます。事務局の皆

様につきましては、本当いろいろとありがとうございました。 

11 月 7 日、社会福祉協議会の共同募金審査委員会に出席しました。こちらは募金の取

り組みと、あと助成事業に関しての技術協議が行われたところです。 

11月 11日、飫肥小学校の学校訪問に行ってきました。飫肥小学校では学力向上に向け

た研修が積極的に行われており、また特に私が興味を引かれたのが家族で運動に取り組

む「家スポ」っていう活動がありまして、親子で体を動かす時間を作ろうという取り組み

なんですけれども、運動不足の解消だけではなくて、親子のコミュニケーションの促進に

も繋がるすばらしい取り組みだと感じたところです。 

11月 14日、潟上小学校の学校訪問に伺いました。全国学力調査で全国平均を上回って

いるということで、授業中の子供たちの様子を見たり、先生方の取り組みを伺っていると、 

その結果にすごく納得したところです。また民生委員や児童委員さんとの意見交換会も

行われておりまして、地域との連携をして子供たちを育てる実践が進められているとい

うことで、今後もぜひ継続してほしい重要な取り組みだなと思います。 

11月 17日、南郷小学校の学校訪問に伺いました。南郷小学校に至っては特別支援教室

が多い中、先生方による手厚いサポートが行われている様子がとても印象的でした。学力

向上の面では、PTAの組織内に学力向上委員会というものを設けておられまして、学校と

保護者が連携して取り組まれているということが分かり、本当にすばらしい取り組みだ

なと感じたところです。 

ちょっと最後になるんですけれども、教育委員会の活動ではないんですが、11 月 2 日

の日曜日にあがたまちづくり協議会の主催のエリア 26 というイベントが行われまして、

その際に前日の土曜日に事前準備が行われるんですけれども、吾田小学校の伊豆本校長

先生がその事前準備に参加してくださって、本当に地域の人と見間違うぐらい一生懸命

最後までお手伝いをしていただきまして、地域の方々やまちづくりの役員の方がとても

感謝されておりましたので、ご報告させていただきます。 

 

 

【谷口委員】 

  10月 30日、県教育委員会との意見交換会でした。私と一緒のグループだったのが、保

育園の園長先生と加藤さんという税理士の先生と、あと柳委員、そして私だったんですけ

れども、本当にまだまだ勉強しなきゃいけないなと思うところがほとんどでした。タブレ

ット教育だったり、不登校の問題だったり、学力の向上配慮が必要な生徒に対してどうす
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るかなど、それぞれの立場から意見を言うことで、何かこうデジタルもやっぱり素晴らし

いけれどアナログも大事だよねっていうところで。例えば何か物を触って五感でわかる

ことの方が大事だよっていうのを保育園の先生から言われて、はっとして。確かに絵で見

て綺麗と思うことはできるけれど、じゃあどんなにおいがするのかなとか、触ってどんな

感覚なのかっていうのがやっぱり一番大事だと思いますということを聞いて、やっぱア

ナログも大事だよなと思ったところでした。 

そのあとが 11 月 4 日、5 日の県外先進地視察でした。ここはもう本当に楽しみにして

いたところで、ここはまた後のふりかえりでお伝えします。 

私はこの 2 つだけだったんですけど、別に 11 月８日の市 P の研究大会がありました。

こちらには教育長と重永課長と佐藤課長代理に来ていただきました。ありがとうござい

ました。やっぱり今回の実践発表も最後までどこにお願いしようかっていうのをとって

も迷っていて、PTAの井上会長が「北郷小中のいじめの問題よかったよ」って言って、子

どもたちにやってもらうのであればやっぱり人をたくさん呼びたいねっていうところか

ら、たくさんの人が来ていただいて。やっぱりいじめを子どもたちの目線でどういうふう

にやっていったらいいのかなっていうのが、もう本当に子ども目線で来たので、子どもは

こんなふうに考えてるんだなあというのが分かりました。講演会のこの甲斐先生の方は

県 Pの二見さんのご紹介で来ていただいて、「体罰」ってこの何とも言えない言葉がちょ

っと最後まで同じ市 P のみんなも引っかかってて、ちょっと重くなるんじゃないのかな

あと思ってはいたんですけど、もう子育てに関わることの触れ合いかた、言葉遣いだった

りっていうのがあったので体罰っていう感じではなく、素直にスッとこう入ってて、最後

のアンケートも今までにない以上に皆さんにご協力いただいてよかったとか、子どもた

ちと一緒に聞きたかったなんていう言葉が入っていました。やりたくない習い事をやら

せるのも体罰だよっていうのがとてもなんか心に残って、ちょっと振り返らなきゃいけ

ないなというところでありました。 

 

 

【八木委員】 

1ヶ月お休みして本当いろいろご迷惑かけました。 

私は 10月 30日から活動を始めたんですけど、まず 30日に県教育委員会の意見交換会

をやりました。別府委員も同じグループだったんですけど、少ない人数でもう本当に話題

をあっちでこっちにしたんですけど、いろんなことを話せてとても充実していました。さ

っき言われたけど、ICT教育についてデジタルもアナログもどちらも大事って、あそこが

一番みんな納得したところかなと思いました。 

それから 11 月の 14 日、潟上小学校の学校訪問に行きました。先ほどもお話ありまし

たけど、やっぱり小規模校ならではの風通しの良さというか、本当に心地のよい学校だな

と感じました。学力も高いということですけど、不登校。前に行った時もそうだったんで

すけど、不登校の生徒がゼロという学校は本当素晴らしいなと思いました。落ち着いた学
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校なので、本当に学びやすい環境なのではないかと思いました。 

あとは教育委員の活動ではありませんが、協働推進員を佐藤委員と一緒にやっていま

して、協働推進対象の審査のほうをさせていただいたんですけど、酒谷とか細田とか、い

ろいろな地区でやっぱり子どもたちのことをすごく考えて。皆さん、子どもたちのために

地域と一緒にやっていこうという本当すばらしい活動の報告がたくさんあったので、感

激いたしました。 

あと、川崎市がやっているプレーパークの活動の映画と、それからその内容もちょっと。

やっている方の講演会を聞いたんですけど、全国ですごいプレーパークが、子どもを自然

の中で遊ばせるという、やっぱり五感が大事ということで。火とか水とか泥とか土とか、

そういうものを中心にやっている活動が全国で広がっていて。例えば宮崎の附属幼稚園

の園長先生も見えたんですけど、附属幼稚園でも年に 6回ぐらい取り入れていて、もう一

斉ではなく自分の好きなところに行って活動みたいな。そういうことを幼稚園でやって

いるというところも増えているのかなあと思いました。ただ、附属小学校に行っても自由

に好きなところに行って活動してる、というわけではないのかなと。その辺がちょっと気

になったんですけれども。その時の講演会の内容で、いじめが一番多い学年が、私ちょっ

とびっくりしたんですけど小学校 2 年生。次が小学校 3 年生、次が小学校 1 年生という

データが出ているとお話がありました。これ、ちょっとどうですかね。これが本当かどう

かしっかり確認はしてないんですけども、ちょっとそういうデータが出てるっていうこ

とは、やっぱり低学年、幼稚園。いつも佐藤先生が言われている幼小連携っていうのはす

ごく大事になってくるのかなと感じました。 

話は戻りますが、日南にはプレーパークないだろうなと思ったら 1ヶ所ありました。も

う油津の方がされているんですね。旧潮小学校の跡地でされているみたいです。 

 

 

９ 前回の議事録承認 

第７回の議事録について了承 

 

 

１０ 報告 

 

報告１ 県外先進地視察についてのふりかえり 

         

（都甲教育長） 

 

 

 

  県外視察ですけれども、振り返ってみましょうか。まず 1日

目の中学校の感じは皆さんどうでしたか。ああいう授業の形態

をご覧になって、子どもたちの様子とか。率直な意見をいただ

ければと思います。 
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（別府委員） 

 

 

 

 

 

 

（八木委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に授業を見た後に先生たちの話を聞く機会、意見交換会

があったんですが、以前はもう少し大変な状況だったっていう

のを聞いたんですけど、そんなことがあったんだなって。授業

の内容としては、子どもたちもちゃんと授業に向き合っている

という様子が見られたので、また今後この子どもたちっていう

のやっぱり成長していく過程にあるんだなというのを感じたと

ころでありました。 

私は全体的なことなんですけど、玖珠町の印象は日南市が

「出かける教育委員会」とか「夢を語る教育委員会」っていう

ものを目標していますけど、まさにそういう所だなと思って。

本当に夢がいっぱいあって、お客さんをはじめ、教育委員会の

皆さんも何かやりたいことがいっぱいあるし、そしていろんな

ところに出かけて情報を集めてくるっていうのは素晴らしいな

と思いました。たった 1万 3500人っていう少ない、日南市より

も大分小さい市町村なんですけど、例えば義務教育学校を寄付

で建てちゃったり。800万、850万でしたっけ。その中で、フリ

ースクールとか教育支援センターじゃなくて、国指定でちゃん

と教育課程を柔軟化できていることとか。あとバス。スクール

バスも、今使ってるスクールバスと違う時間で使って、本当に

効率的に使うとか、そういうところまで考えてるってすごいな

あと思いました。 

GIGAスクールについてもなんか頭がいっぱいで、使い始めて

3年目ということで、Chromebookを使った授業っていうのを初

めて見ました。1年生の英語の授業で、本当にこんなに難しい単

語がすぐに出てくるのかと思ったら、その単語は調べていいっ

てことでしたね。そういうふうな授業も、本当に高校生がやる

ような授業を中 1で、しかも半年間でやっているんだなと思う

と、ちょっと。見学して驚きました。 

  公務 DXとかああいうものも本当に最初は大変だったって言わ

れましたけど、本当に大変だったと思うんです。けれど、それ

を乗り越えた 3年目のちょうどでき上がったところを私たちは

見たので、ちょっと驚きも多かったんですけど、ジュニア ICT

リーダー事業「GIL」っていう活動なんかも、自主的に自立性を

育てるというか、そういうところがすごく勉強になりました

し、地域資源と ICTをミックスするような活動、地域おこしと

ICTと教育と全部をつなげてっていうところがまた素晴らしいな
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（谷口委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（都甲教育長） 

（別府委員） 

 

 

 

 

 

 

 

と感じました。盛りだくさんで全部を理解できたかどうかは分

からないんですけど。 

最後、英語の先生が「毎授業で３段階の難易度の目標を決め

て、それを生徒が自分で選んで達成するにはどうすればいいの

か」について考えていますよっていうところが、すごく印象に

残りました。子どもたちにとってそんなに無理がないのね、み

たいな。私たちが子どものころは、ここまでしなきゃ終わらな

いとか、ここまでっていう決められた目標があったから、もう

できないって途中でなったりしたけれど、生徒自身がこう、自

身でいろんな選択肢を選んでやる。全部自分ですることで、最

後に先生が言っていた「自己肯定感の高い生徒が多いんです」

って言う言葉にも納得だと思って。多分自分で決めた目標をク

リアするにはどうすればいいのかを考えて、そして達成できる

っていうこの満足感を３年間でいっぱい得る。授業でそういう

ことをしていたら、すごくたくさん自信がつくんだろうなと思

います。授業でも子どもたち同士で教え合ったりとか、子ども

たち同士で考えたりっていうのがもう当たり前にされていて、

もう Chromebookと教科書とノート、もうこれ 3つで 1つみたい

な。私の時はもう教科書とノート、黒板みたいな感じだったん

ですけど、子どもたちにも当たり前にそれはあって、当たり前

の環境で、多分小学校の時からこうやって来てるから、もっと

この Chromebookがあることで子どもたちの自信になるんじゃな

いかなあと。すごく羨ましいなと思いました。日南にもこうい

うのが来たならば、勉強好きな子も嫌いな子も、少し嫌いな子

はちょっと頑張ろうかなと思ったりとか、好きな子はどんどん

どんどんもうとんでもないところに行ってしまったりするんだ

ろうなって。少しちょっと楽しみだなあと私は思いました。 

続いて 2日目の小学校に関してはいかがでしょうか。 

小学校は大体１クラス 20人ぐらいの規模でしたよね。ちょう

どなんかいいバランスだなっていうのがあって。その中で自分

がやっぱりずっと気になってたのが「つくえ＋」。タブレットを

立てかけているんですよ。落ちないのかなってことをずっと心

配してて、どんと行きそうじゃないですか。でもいろいろその

先生の話を聞いたりとかしていると、ちゃんと立てかけられる

ようになっていて落ちないようになっているというのが 1つ

と、また教科書を立てたりタブレット立てたりすることで机が
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（都甲教育長） 

（別府委員） 

 

 

（谷口委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広く使えるっていうのと、あといろんなやっぱり日南市の先生

とかに聞くと、日南市にも小規模校にはありますよね。やっぱ

りあれが羨ましくてたまらないって。でも日南市で導入してい

るものをつけるとやっぱり広すぎるんで、つくえ＋の玖珠町で

使われていたやつっていうのがちょうどいい感じで、机もそん

なに狭くならないしと思ったりとかしたところです。ただ吾田

小、吾田東、南郷小あたりは、つくえ＋をつけたとしてもまだ

ギュッて狭くなってしまうんで、そこら辺は難しいところであ

るんで、お金の問題があると思うんですけど、それをつけても

いいぐらいの規模感のクラスっていう形になれば、先生たちに

とっても子どもたちにとっても、やっぱり良い環境になるのか

なと思ったところです。 

今回は学力向上というよりもその環境というところに、小学

校ではずっと注目していたところでした。 

玖珠町は机の天板を変えたって言いましたよね。 

じゃないと付く規格と付かない規格があるみたいなんです。

だから日南市の作りがどうなっているのかっていうのを調べな

きゃいけないみたいな。 

中学校で当たり前のように Chromebookを使いこなせているの

はこういうことかっていうのが、小学校でやっと納得できた感

じでした。毎週火曜日に情報の授業が 15分間あるって言って、

そこでタイピングの練習をして、全校でタイピング大会があっ

て、ばーっとこう張り出しがされていて、それを 6年間やって

中学校に上がると。それは中学校では当たり前になるよなと思

って。保護者目線で見ていたら、これくらいの歳の方がこの AI

を使いこなすのはとても大変だっただろうなとやっぱり正直思

っていて、これが中学校は若い先生がポンとやっていたので、

まあまあそうだよねって思ったんですけど、小学校の先生たち

はちょっと年配の方もいらっしゃって、やっぱりいきなりでき

るようにするっていうのも無理なので、ちょっとずつ慣れてい

ってもらってるんだよっていうのを 1日目の夜に教育長から聞

いて。ちょっとずつ、いきなりは無理なんですよ。ちょっとず

つやれば慣れるから、やれば慣れるからって言ったら本当に慣

れてしまったって言っていたので、やっぱり先生も保護者の助

けを借りて、理解を得て勉強をしながらしているんですよって

いうのを聞いて、そうなんだなあと思って。 
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（都甲教育長） 

 

 

 

（八木委員） 

 

（都甲教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あとはもう生成 AIでキャラクターとかを作ったり、保健委

員・運動会のテーマの作成も全部やっているって聞いて、この

絶対小学校であるイベントに自然に AIを入れることで、子ども

の運動会で大事なことを学びながら AIも学んでいくっていう。

この小学校では 1つのイベントで 2つ学べるっていうのがいい

なあと思いました。もうだからそれ当たり前になるよなあと思

って。4日の夜に Chromebookって結局勉強だけっていうより

も、自立の力をサポートする道具だと思っているよって教育長

から言われて。もうなんか道具を飛び越えた存在になっていく

んだなと、こちらも楽しみになったところでございました。 

何かこの 5日の授業よりも 4日の夜の方がいろいろ聞いたよ

うな、すごく真剣に話をしてくださって、なんかもうたまらな

いと思いながら聞いていました。 

いや、そうですよ。実は夜は狙ったんです。必要だと思った

んですよ。町に泊まれば夜も意見交換しましょうかって話にな

ったので、やっぱりやってよかったと思うんです。なかなか昼

間の会じゃそこまで出てこない。 

最後まで、二日目の昼ご飯まで付き合ってくださいました

ね。 

小学校の校長なんか、まだ学校訪問も終わっていないのに、

前日から夜に来て。だからそういうふうに、昼間なかなか出な

かった話とか、苦労話も出たんじゃないかなあと思って、そう

いう意味じゃ良かったかなと思ってですよ。僕が昼間の学校を

見て思ったのは、僕は生徒指導と学力向上って両輪だと思って

いるんですよ。学校の中でちゃんとして、学力が伸びていくっ

ていう。僕はどちらかというと生徒指導をしっかりやりたいと

いうタイプだったので、生徒指導をしっかりやっていれば、学

力向上もそれにくっついてくるのかなと思ったんですよ。例え

ば授業をちゃんと聞くとか、先生の言うこと聞くとか。ただ僕

はあそこの中学校を見ていろいろ、子どもたち大変だと言いな

がら、学力向上で自信をつけて、そしてそれを生徒指導に結び

つけていくということを感じたんです。だから僕はああいうと

ころに行くと、どうしても子どもたちの顔を見ちゃうんですけ

ど、いましたよね、髪の長い男の子が。やっぱりダンスをして

いるらしいです。教えていた先生に聞いたら、あの子はやっぱ

りダンスをしていて、しっかりした子でね。学校に入る前にお
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（別府委員） 

 

 

 

 

 

（都甲教育長） 

 

（別府委員） 

 

（都甲教育長） 

父さんお母さんから相談があって、うちの子はダンスをするか

らこれでいいですかっていう話が。いいですよって、あの子は

何でも真面目に取り組むし、生徒会なんかにも立候補するっ

て。ああいう子は以前だったら、多分先輩とかが呼び出して

「お前何だその頭は」ってなっていると思うんですけど、そう

いうのもないんですよ。あの子は一生懸命やっているからって

いうことを聞いて、そうなんだろうなあと思って。だから教育

長が廊下歩きながら、夜もそうだったけど、盛んに仰られたの

は、やっぱり別府委員が言ったように、以前は生徒指導とかが

大変でしたねって。昼の会議の中の終盤で、自信を持ってる子

が多いとか、先生になりたいっていう子が多いとか出たじゃな

いですか。やっぱりあれは、もちろん ICTも生かしているけど

も、ICTを 1つの手段として学力をつけてきた。学び方を学んで

きたっていうので、その結果なのかなと思っています。それを

考えると小学校はその前の段階で、まだまだこれからだろうっ

て。あそこは一番大きい小学校なので、言われたじゃないです

か。推進協議会を設けて、同じレベルで ICT、GIGAなんかもそ

ろえて唯一ある中学校に行けるようにしているんだと。そうい

う苦労もあるんだろうなという感じしました。だから僕がちょ

っと褒め過ぎかなと思うぐらいに褒めたじゃないですか、中学

校。いいですねって。本当にそう思ったんですよ、やっぱり。

勉強とああいう ICTとかやらせて自信を持っている。だから、

あれをやるためにはやっぱり Googleの力を借りたんだろうなあ

と。Googleがかなりお金以上のことを、してくれているんじゃ

ないですかね、これは推測ですけど。 

自分も Googleで学力向上っていうところで最初聞こうかなと

思っていたんだけど、それ以上に今回すごく勉強になったのが

校務支援のところで、先生たちが Googleを使われているじゃな

いですか。今校務支援でまずそれに変わるのが、日南市として

はロイロノートになるんですか。それとも C4thになるんでしょ

うか。 

C4thは県全体です。日南市も使っていますね、幾らかこうお

金出しながら。 

今回向こうで見た Googleのやつっていうのは、C4thに値する

ものなんですかね。それともロイロノートに値するんですか。 

多分大分は県全体でやっていないと思うんですよ。だからあ
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（別府委員） 

（都甲教育長） 

 

 

（別府委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（都甲教育長） 

（赤池担当監） 

（都甲教育長） 

（別府委員） 

 

（都甲教育長） 

 

（赤池担当監） 

 

 

 

（八木委員） 

 

れは、以前玖珠町にものすごく Googleに長けた人がいたと、今

は教育事務所行っていると言っていましたよね。その人が作っ

たものがいっぱいあるっていう状況なんでしょうね。 

日南市は Googleを使わずにそのままで次も行く感じですか。 

C4thも内情を言うと、いろいろ使いにくいところもあったり

とかするんですよね、まだまだ。あれは契約なので、また今後

どうなるか分からないです。 

結局思ったのが、玖珠町の先生も言っていましたけど、玖珠

町では Googleのやつを使っているけれど、他市に行ったら全然

違うやつを遣うことになるから、やっぱり移動するたびに変わ

るっていうのは先生たちには相当なストレスになるんじゃない

かなと思うので、宮崎県に関しては、もし可能であれば、校務

支援だけは統一したものにしてあげた方が絶対先生の負担にも

ならないだろうなと思いました。あと先生たち、串間はずっと

パソコンですよね。串間の先生は、今小学校のタブレットが羨

ましくてたまらないって。やっぱ立ち上がりが早いし、教えや

すい。これもやっぱり端末は好みがあると思うんですけど。こ

れもできればもっと統一を。難しいのかなと思うんですけど、

極力なんかうまくできるように。それと型を新しく変える時っ

て、現場の先生が一番混乱するので、先生たちの意見をできる

だけ多く吸い上げて、現場の意見が反映できるような、そうい

った環境が校務支援にしてもできるといいなと思ったのが一番

ですね。一番はやっぱり校務支援、県内一律でっていうのが。 

  C4thは全国でしたか。 

  全国で３県のみとなります。 

  47都道府県のうち、３県のみということですね。 

そうしたことと、うちがロイロノートを使っているっていう

のは、また別々ですか。 

ロイロノートはもう授業とかに使いますね。授業以外に使っ

ている学校はあるんですか。 

使っている学校がないことはないですけども、今のところは

ロイロノートを使っていろんな校務を進めるっていうのは、も

う C4thで取って代わっているので、必要性があんまりないんで

す。 

  玖珠町も Chromebookが入る前はロイロノートだったって言っ

てましたよね。 
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（別府委員） 

 

（赤池担当監） 

 

（別府委員） 

 

（赤池担当監） 

 

 

 

 

（都甲教育長） 

 

（八木委員） 

 

 

（赤池担当監） 

 

 

 

 

 

 

 

（都甲教育長） 

 

（八木委員） 

 

（都甲教育長） 

 

 

 

 

（谷口委員） 

 

（都甲教育長） 

そしたら Googleを入れなくて C4thとロイロノートでも全然

良い感じではあるっていうことですかね。 

お金の関係が出てくるので。ちょうど導入時の県の担当だっ

たので、ずっとやっていました。 

来年県がそれを統一するかどうかは分からないんでしょう

か。 

協議会というのがあって、各市町村の。教育長たちが賛成を

すれば継続しますけど、そのあたりもやっぱりいろいろと物価

高騰の煽りを受けていて。C4thも Googleもってなると、全部シ

ステム関係はもうすごく値上がりしているので、どれを使うか

はまた。 

ああやって言われたけど、大分県内は iPadが多いそうなんで

すよね。だからやっぱり町が変われば、おっしゃったように。 

構想の部分と 1人 1台パソコン端末と、高速ネットワーク環

境、クラウド活用の整備って書いてあるんですけど、この高速

ネットワーク環境とかできるんですかね。5Gとか。 

5Gになるとかなりのお金がかかるので、例えば椎葉は 5G入れ

ているんですけれども、結局町が全部でやっているからできる

のであって、ただ日南はそこそこネットワークが繋がるので、

5G入れなくてもできなくはないですね。不便さはないけれど

も、みんなで一斉に繋ごうと思ったりしたら、停滞したりとか

いうのがあるので、そういったものが。5Gを入れたりするとそ

ういったのがなくなりますが、とにかく金額がズドーンと上が

るので。 

携帯会社ももう全然進めてないですよね。もう家に帰ると Wi

－Fiがあるからって。 

ロイロノートより Chromebookのほうが安い。有料でも安いっ

て言ってました。 

だからロイロノートを使う際に別にお金を取られたりするか

らです。だから今度変えますけど、いろんなそのお金の面も出

てくるので、そういうのも全部トータルして考えていく必要が

あるのかなあと。そういう考えると Googleはいろんなものをつ

けてくれるわけでしょ。 

研修費も無料で、あとはかっこいいビデオも作ってくれるっ

て言っていましたね。 

まだまだ導入しているところも少ないので、今のうちかもし
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（八木委員） 

 

 

 

 

（谷口委員） 

 

（都甲教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別府委員） 

 

（谷口委員） 

れないですね。入れていろいろ手伝ってもらうっていうか、や

っぱり玖珠町なんかはそれに乗っかっているんでしょうね。 

校務 DXもすごかったですね。いつでもどこでも情報が得られ

て共有が早い。情報のアップデートができる。AIがチャット会

議まとめてくれるとか。こういうのが使えたら、先生たちは本

当に楽になるんでしょうね。でもそれまでにはやっぱり絶対大

変だったんでしょうね。 

だからちょっとずつ慣れていってください、できるようにな

れとは言わないです僕はって、教育長が言っていましたね。   

チャットでいろいろやりとりして、何か人間関係が薄くなり

ませんかっていう質問した時に、いやチャットで普段話を聞く

から、それ以外のことを話すとか言うのがあったじゃないです

か。ああそうかと。余計なことを逆に挟まないので核心に迫れ

るとか。僕が言ったじゃないですか、精査された雑談ができる

と。余計なことを取り除いた雑談っていう。やっぱりコミュニ

ケーションが大事だと思うんですよ、対面でいろいろ話す。そ

れをちゃんとやっぱりこう、分けてできる人にならなきゃいけ

ない、先生たちは特に。子どもたちにもやっぱ今後やっぱりチ

ャットとか使って、ああいう相談とかしてくるし。その時にチ

ャットを見てすぐ動かなきゃいけないっていうのが大事だっ

て、先生たち言ってたじゃないですか。 

だからあえて違う支援ソフトを使った方が、新しい先生に教

えるコミュニケーションのツールになるかもしれないですね。 

  コミュニケーションツールって言っていましたもんね。 

 

 

１２ 議事について 

 

議事１ 12月議会上程議案等について 

         

（鬼束部長） 

（重永課長） 

（都甲教育長） 

 

（別府委員） 

 

 12月議会上程議案等について説明。（学校教育課） 

       〃          （生涯学習課） 

以上が 12月議会にあげる内容なんですけれども、何か質問はあり

ますか。 

ボックスの関係もあるんだと思うんですが、来年から Chromebook

を入れるんですよね。HPの落としても壊れなかったりするめちゃく
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（赤池担当監） 

 

 

ちゃ強いものがあると思うんですが、それが入るんですか。 

これはリースとなりますので、どれを入れるかは選べないように

なっているんです。ですので、HPが入るのかもしれませんし、そう

じゃないかもしれないですね。そんな状況です。 

 

 

   議事２ 他課との意見交換会について 

         

（武田主任主事） 

（都甲教育長） 

 他課との意見交換会について説明。 

  未来創生課が快く受け入れてくれたということで。いろいろと疑

問等があると思うので、ぜひ聞いていただいて、盛り上げていただ

ければと思います。 

 

 

 

１３ その他 

（１）児童生徒数の状況について 

 【鬼束部長】 

この資料はご覧の通り、児童生徒数の数字を記載したものです。今後の児童生徒数の推

移について、例えば市の PTA協議会でありますとか、いろんなところからそういう推移を

教えて欲しいとかいう話もありますし、また議会の方で今後の学校の再編についてどう

考えてるのかという質問等もありましたので、それも踏まえてこの児童生徒数の推移に

ついてこの表を作成したところでございます。 

まず一番初めに、一枚目が総括表になっておりまして、各小中学校の令和 7年度から令

和 13 年度までの児童生徒数推移というふうになっているところでございます。7 年度に

つきましては今年度ですので、これは実数になっております。ただし 8年度以降について

は、あくまでも住民基本台帳に登録されている数字を記載しておりますので、例えば特認

校であったりとか、校区外に行かれている方とか、あと中学校に関しては日南学園の中学

校に行かれる方とかもいらっしゃると思うんですけど、そこは一切加味しておりません。

あくまでも住所地でどこの学校に行かれるかということを機械的に配分した数字となっ

ておりますのでご了承いただきたいと思います。一番左端の令和 7 年度と一番右端の令

和 13 年度を比較していただけたらと思います。一番下に合計が出ておりますが、令和 7

年度が小中合わせて 3319 人。これが令和 13 年度には 2 つ合わせて 2632 人となります。 

また小学校がちょうど中段ぐらいにありますけれども、今年度 2196 人が、13 年度には

1561 人となります。また中学校の 1123 人が 1071 人となります。こういった形で、児童

生徒数がそれぞれ減っていくということになっております。 

次のページ以降が、今度は各学年ごとの内訳を入れております。7 年度から 13 年度ま



17 

で書いております。令和 7年度と令和 13年度を見比べていただけると、この児童生徒数 

が減りようというのはもうこれでわかると思います。特にこの令和 13年度のところを見

ていただきたいと思うんですが、令和 13年度の 1年生 2年生それぞれ 200人ぐらいずつ

です。3年生は 250人ぐらいですので、すごくここでも減りようが顕著になってくると思

います。特に令和 13年度になると、もう鵜戸小学校とかは新入生ゼロとかですね。そう

いった形になってくるところで、中学校に関しましてはまだ辛うじて 300 人ぐらいを保

っておりますけども、これが令和 13 年以降に小学校 1・2 年生の子どもたちが中学生に

なった時はそれぞれここが 200 人ずつとなりますので、この中からまたさらに日南学園

の方へ何人か抜けていきますので。そう考えた時に、この中学生の数も令和 19年度や令

和 20年度になると、この小学 2年生 1年生の子供たちが中学生になりますので、そう考

えると、さらに数が減っていくというような形になっております。 

次に、横刷りの数字を見ていただきたいと思います。各学校の現状ということが書いて

ありますが、児童生徒数につきまして、私が先ほど説明した通りとなっておりまして、令

和 7年度から令和 13年度で 690人の減少となっております。学級数もご覧の通りとなっ

ております。今現在教育委員会としては、この学校の統廃合については全くの白紙という

形で、議論の内容によってちょっとそこまで踏み込んでいくという形にしていきたいと

思っております。第１段階としては情報提供だけ、第 2段階でそういった議論の場を設け

て、第 3 段階で場合によってはそういう今後のあり方を議論していくというような形で

考えているところでございます。 

最後のページはグラフ化しているものでございますので、こちらの方はまたご参照い

ただきたいと思います。簡単ですが説明は以上です。 

 

【都甲教育長】 

どうですかご覧になって、何かご質問とかご意見ありますか。 

 

 【八木委員】 

増えているところもあるんですね。びっくりしました。 

 

 【鬼束部長】 

そういうところもあるんですが、あくまでもこれは住基から引っ張ってきていますの

で、例えばこの中から先ほど申し上げた通り、日南学園に行ったりとか、大きな学校へ行

ったりする可能性があります。 

 

【谷口委員】 

もうこの 1人とか、どうやってコミュニケーションを取るんだろうとか、友達はどうな

るかとか心配になりますね。入学 1人とか。 
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【都甲教育長】 

だからさっき部長が説明した中であったのは、やっぱり地域の人とかが「だんだん子ど

もの数減ってきたね、どうにかせんといかんね」っていう雰囲気をやっぱり待ちたいなと。

あんまりこっちが主導してさあしましょうかって言うものでもないし、やっぱりそこら

辺は地域の方の気持ちを大事にしながら、一緒に考えていきたいなというところですね。 

これはどの学校も同じようにできるものでもないので、そこら辺は慎重に行きたいなと

思っているところです。新たに小学校の特認校制度で今 10人ぐらい児童さんがいますの

で、そういったところもまた地域との協議の中で話題になるかなと思います。 

  

 

（２）12月行事予定について 

 

（３）他課との意見交換会 

  ① 日時 令和７年 12月 19日（金）午後１時 30分から 

  ② 場所 ふれあい健やかセンター３階 教育委員会応接室 

 

（４）定例教育委員会 

  ① 日時 令和７年 12月 19日（金）午後３時から 

  ② 場所 ふれあい健やかセンター３階 教育委員会応接室 

 

（５）その他 

 

１４ 閉会 


